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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：令和2年11月6日（金）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：児嶋長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから11月6日の原子力規制庁定例ブリ

ーフィングを始めます。 

○児嶋総務課長 報道官の児嶋です。 

  それでは、お手元の広報日程に従いまして、補足説明をいたします。 

  本日は2番の審査会合の関係からです。2ページ目を御覧ください。一番上から参りま

す。11月10日火曜日、（4）継続的な安全性向上に関する検討チーム第5回会合。こちら

は第4回までの会合を通じまして得られた論点について、出席者が自由に議論を行うも

のです。 

  続きまして、その下です。（5）第918回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査

会合。議題は大きく2つに分かれております。 

  1つ目は、九州電力玄海原子力発電所3号機、4号機の設置変更許可に関しまして、使用

済燃料乾式貯蔵施設の設置許可基準規則への適合性について、10月1日の会合のコメン

ト回答を受けるものです。 

  もう一つですが、こちらは関西電力高浜発電所1号機、3号機の設計工事計画認可に関

しまして、廃樹脂処理装置の共有化についての10月1日の会合のコメント回答を受ける

ものです。 

  続きまして、少し離れてその下になります。11月12日木曜日、（8）第919回原子力発

電所の新規制基準適合性に係る審査会合。こちらも大きく2つに分かれております。 

  1つ目は、東京電力東通原子力発電所と福島第二原子力発電所の保安規定変更認可に関

しまして、いわゆる7つの約束を反映させる変更認可申請について説明を受けるもので

す。 

  もう一つですが、関西電力大飯発電所3号機の設計工事計画認可に関しまして、加圧器

スプレイラインの配管取替えについての10月20日の認可申請の説明を受けるものです。 

  続きまして、その下です。（9）第15回東京電力福島第一原子力発電所における事故の

分析に係る検討会。対応は金子長官官房審議官です。更田委員長も出席予定です。 

  議題は、まず1つ目ですけれども、3号機の水素爆発に関しまして、鮮明化された映像

を見ながら爆発の進展について検討を行うほか、3号機建屋内のはりの破損状況や爆発

時の地震計の記録を踏まえた分析を行うものです。 
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  議題の2つ目は、3号機の原子炉格納容器内の圧力挙動を踏まえて、ベント後の事象の

進展について分析を行うものです。 

  議題の3は、2号機シールドプラグの下にある線源について分析を行うものです。 

  参考ですけれども、議題4にその他とありますが、時間がありましたら1号機、3号機が

水素爆発した際の気象状況や、3号機建屋から採取したがれきの分析結果についても説

明がある予定です。 

  続きまして、1枚おめくりいただいて3ページ目を御覧ください。一番上です。11月13

日金曜日、（10）第920回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合。こちらは

中部電力浜岡原子力発電所4号機の設置変更許可に関しまして、プレート間地震による

津波評価についての昨年5月24日の会合のコメント回答を受けるものです。 

  最後です。その下、3番要人面談とございます。 

  （1）島根県知事、島根県議会議長の来訪。11月9日月曜日の10時半からとなります。

こちらは島根県知事と島根県議会議長が原子力規制庁長官に令和3年度予算編成に関す

る要望を行うものです。こちらはウェブ面談ではございません。 

  私からは以上となります。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 皆様からの質問をお受けします。いつものとおり所属とお名前をおっしゃってか

ら質問のほうをお願いいたします。 

  質問のある方は手を挙げてください。 

  では、ヨシノさん。 

○記者 テレビ朝日のヨシノです。 

  11月12日の審査会合で、大飯3号機の配管交換についてやるということなのですけれど

も、これは公開会合という形は取らずに審査会合という形でやっていくということです

か。 

○児嶋総務課長 設計工事計画認可の部分のまず審査のみになります。 

○記者 ということは、公開会合は別途やっていくということですか。 

○児嶋総務課長 また。 

○記者 分かりました。 

 

○司会 そのほか、御質問はございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います。 

  ありがとうございました。 

 

－了－ 


